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通渋滞等の観光公害などにより、観光が地域にデメ
リットをもたらすこともあり、時には地域との間に
軋轢が生まれていた。
　しかし近年では、地域住民が主体的に企画をした
体験型や交流型・学習型の観光に変化している。こ
の観光は地域の個性を楽しみつつ、住民が観光客一
人一人に対しておもてなしをするため、きめ細かい
サービスが可能となる。図3にて観光パターンの変
化を一覧にした。
　図3から観光客の目的が地域の「非日常」から「日
常」に変化していったのではないかと考えられる。
また、地域住民と観光客の双方が交流していくこと
により、観光客は地域に対するファンとなり、情報
発信をするリピーターとなることも可能になってい
く。そうなることで、観光客も地域づくりに関わっ
ていくと推測される。
3節　着地型観光の構築に向けた地域の取り組み
　着地型観光の構築に向けて、地域住民はどんなこ
とをしていけばいいか検討したい。
尾家建生氏と金井萬造氏によると図4に住民の役割
をまとめている。
1）自分の地域を知り、普段から楽しもう
　自分にとって魅力がある地域は、来訪者にとって
も魅力がないであろう。まずは、自分の住んでいる
地域の良さを見つけ、自分が地域で楽しく生活する
ことが大切である。また昨今、地元学や地域学、ご
当地検定などが注目されているが、こうした地域資
源の発掘や整理、住民の間での共有化が大切である。
具体的に各種マップや魅力資源の目録を作ったり、
ケーブルテレビなどと連携して地域紹介番組などを
制作することも行われつつある。
2）自分の地域を風格あるまちとして磨こう
　人間は視覚から7割以上の情報を得ると言われる
が、まちの評価の1つは、道や建物、山、農地など
あらゆるものの風景の良さとともに、その手入れの
具合で決まるだろう。それは住民にとっても来訪者
にとっても同様である。地域の清掃や植栽、花など
の手入れや演出など、居心地の良い環境づくりが基
本である。
3）自分の地域の良さを自分の口で伝え、お誘いし
よう
　着地型観光の情報発信・誘客の1つの方法は、住
民による口コミ作戦である。地域の住民が、自分の
親戚や知り合いに電話をしたり、手紙を書いたり、
他地域に出向いた時に情報発信・誘客をする作戦は、
全国さまざまなところで実施され始めている。住民
みんなが宣伝人である。
3）自分の地域を来訪者と一緒に楽しもう
　来訪者に地域を案内し、気持ちよく、楽しく過ご
してもらうために、来訪者を住民が直接もてなす役
割である。ただし「来訪者のために何かやってあげる」
というよりは、「自分が気に入っているから、ある
いは自分が体験して楽しいから人に勧めたい」とい
う感覚が大切であろう。
図3　「地域総合のための観光マネジメント講座」より
視点 従来型の観光 新しい観光
観光形態
通過型・団体型（マスツーリ
ズム）パッケージ型
体験・交流・学習型、個人
やグル―プツーリズム型
事業システム形態 旅行業者主導
地域住民等が主体的に企
画推進
観光客の志向 周遊型
明快な目的を持った観光、
本物・健康志向
宴会型観光、詰め込み型観
光など
地域の個性を楽しむ、知的
欲求の充足
一拠点集客型
過度の演出・過度の対応
多様・分散・地域資源連携
型
素顔のまま、素朴、売り切
れごめん、選択性、サービ
スとコストの関係の透明性
多人数、多消費 少人数、少消費
一発型 地道に儲ける
景気・流行・天候にも左右
持続可能、安定性（リピー
ター）
資源消費型 資源・環境保全型
関係主体
来訪者と事業者の経済的関
係
経済的関係の他に、お互い
に刺激し合うような友好的
住民 ー
もてなし、まちづくり
誇り、自己実現、まちづくり
気運醸成
サービス提供
きめ細かいサービス提供、
もてなし
儲け 儲け、誇り、自己実現
観光のタイプ
経済的側面
観光パターンの変化：「従来の観光」と「新しい観光」
事業者
1.現地での調査
地域を知ること
から始める
3.計画して、実
施する
2.感じていること
課題や実施して
みたいことを話し
合う
4.反省会
何が足りなかっ
たのか。また、上
手くいったこと
学生
地域住民
若者主体の
まちづくり
図4　着地型観光の構築法
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　以上のことを踏まえて着地型観光を構築するため
には地域住民が主体的に動いていかなければならな
い。そのために、住民は自分たちが住んでいるまち
に対し地域資源を探していかなければならないと考
える。
4節　研究の目的と方法
　今後求められる着地型観光の構築に向けて何が必
要か明確にしていく。
　これまで、「発地型観光」が主流であったために、
地域住民と観光客の関係は良好なものではない事例
も多く見られた。また、地域について愛着を持たな
い形で訪れる観光客は、ゴミを投棄したり・道路の
渋滞を引き起こしたりするなどの観光公害を引き起
こし、地域と観光の双方に対立関係が生み出されて
いた。しかし、観光を「着地型観光」にすることで、
観光客は住民と交流ができ、住民側も案内やまちを
磨く等の好循環が着地型観光には可能だと考える。
そこで、具体的な地域住民の役割とは何だろうか。
また、着地型観光を行うにあたって、自分たちが楽
しいと思わなければいけないことが着地型観光を構
築するまでの大事な要因の1つだと考えられる。
　以上のことから、地域住民との交流（ネットワー
クづくり）を目的にした実践研究から、どのような
ことが今後の観光まちづくりに必要となってくるの
かを明らかにしていく。また、地域資源の活用法の
検討や地域住民とのつながりづくりを行うためには、
何の要素が重要となっていくのか考えていく。そし
て、着地型観光を行うための要素を探し検討していく。
2章　2019年度の調査・研究活動
1節　概要
　着地型観光による地域づくりをテーマとして2019
年度には、引き続き3点について重点的に行った。
①　地域づくりに関わる関係者とのネットワーク
づくり
②　観光振興に関するネットワークづくり
③　着地型観光に関する調査研究活動の実施
　地域づくりに関わる関係者とのネットワークづく
りとして、松本大学と日本大学による同ゼミに参加
し、松本駅西口のニーズ調査を行った。
　また、観光振興に関するネットワークづくりとし
て、毎年夏季に松本で開催されるゆかたキャンペー
ンへの参加と「公民館研究集会～未来へつなぐ私た
ちのまちづくりの集い」における着地型観光に関す
る分科会の運営を通じて関係者とのネットワークの
構築を図った。ゆかたキャンペーンは、松本美容組
合が中心となって開催されており、観光客に対し浴
衣と松本の魅力について発信するとともに着付けや
盆踊り等に体験できるようになっている。また、「未
来へつなぐ私たちのまちづくりの集い」は、毎年松
本市が開催しており、着地型観光を活用した地域づ
くりのテーマで発案し分科会の運営に携わった。
　さらに着地型観光に関する調査研究活動施として、
飯田市の「ふれあい農園おおた」という滞在型農業
を通じた着地型観光に関する事例研究を行うととも
に、実践研究として、松本市田川地区渚町会にある
ケヤキに着目した活動、中央地区上土町会で上土ふ
れあい新鮮市などの地区単位の活動を通じて、観光
コンテンツの発掘を実施した。
2節　先進事例の調査
　地域づくりのための着地型観光の要素とは何かを
明確にするため飯田市にある「ふれあい農園おおた」
という滞在型農業を行っている。令和2年1月に松本
市の公民館主事とともに現地を訪問し、これまでの
取り組みについてヒアリングを行った。また令和2
年2月の公民館研究集会において事例報告を行って
もらった。公民館研究集会における飯田市千代地区
で農家民泊を行っている太田いく子氏の発言の趣旨
は以下の通りである。
『昭和30年代の高度経済成長期には、飯田市千代地
区の人口は約4,000人であったが、大学進学などで
地元を離れ都会に出ていく若者が増え、人口は約
2,000人までに減少した。高齢化率も35パーセント
超え、このままでは限界集落になってしまうと危機
感を覚え、千代地区の住民は立ち上がった。
　その頃、日本の各地でグリーンツーリズムの活動
が起こり始め、地域住民で講師を呼んで研修会を開
いたりして、勉強を重ねた。千代地区では滞在型農
業で、都市との交流を通じて地域を知ってもらい、
農業を理解してもらうことがいいのではないかとい
う話になった。
　最初は飯田市商業観光課の案内で、県外の中学生
や高校生を2時間ほど受け入れる農業体験が始まっ
た。住民は都会の子どもたちが来ると嬉しくなり、
一生懸命もてなした。一緒に五平餅をつくり、膝を
交えて話をし、子どもたちを見送る際は、バスから
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大きく手を振る子どもたちの姿は映画のワンシーン
のようでもあった。住民は、もっともっと都市の子
どもたちと交流をしていきたいと思うようになった。
　その後、平成9年に国の事業で、一週間農業研修
生を受け入れして欲しいと要望があり、4軒の農家
で研修生を受け入れた。その経験は、とても新鮮
で、楽しかったという。翌年の平成10年には、千葉
県八千代市の中学校から修学旅行生を受け入れても
らえないかと相談があった。生徒数は120人であり、
農家1軒に4人ずつ受け入れると、30軒の農家が必要
になる。最初はどの農家も他人を家に泊めて農業体
験をさせることに猛反対であった。しかし、みんな
で食事のメニューを考えたりしてなんとか一晩だけ
受け入れるよう説得した。修学旅行生が帰ると、反
対していた農家から二度とやりたくないと言われる
と思った。しかし、来年も子どもたちに会いたいと
言ってもらえた。普段子どもたちと接する機会が少
なくなった千代地区の住民にとって、農家民泊は、
新鮮で楽しかったのだろう。こうして、農家民泊の
取り組みが徐々に地域で始まるようになった。
　農家民泊に訪れる子どもたちと過ごすと、毎回毎
回ドラマが生まれる。楽しいこと、ほっこり心が温
まること、悲しいこと、頭にくることだってある。
しかし、人との出会いは全部が楽しく、毎回感動が
あり感謝が生まれる。平成10年に1校120人の受け入
れから始まり、本年度は南信州全体で125校、1万人
の修学旅行生が訪れるようにまでになった。
　受け入れ農家のほとんどが高齢者になるが、みな
「出会いが生きがい」といい、農業を守ってくこと
に誇りをもち、農家民泊に訪れる人を楽しみに待っ
ている。農家民泊の取り組みにより、お年寄りは元
気になり、地域も元気になった。みんなが一つになっ
て協力し合い、自分たちが「楽しい」と思えること
が大切である。』
　飯田市の事例において注目すべきは、もともとグ
リーンツーリズムの振興として農家滞在が始まった
のではなく、飯田市農政部による集落集排水事業の
一環として農家の誇りを向上させることを目的とし
て子どもの受け入れを行った点である。すなわち、
農地の整備や生活環境の改善などにとどまらず、農
家の精神的な満足度を上げるために滞在型農業に取
り組んできた。長年継続され地域づくりに貢献して
いるという点で全国的にも成功例とされている。
　「観光のための地域づくり」ではなく「地域づくり
のための観光」かという問題意識からすれば、地域
住民が楽しいと感じ、生きがいとしているなど、理
想的な取り組みと考えられる。
3節　実践研究
1）実践研究としての保存樹ケヤキに着目した実践
事例
　着地型観光のモデルとして、ケヤキの屋敷林に着
目し、地域の居場所として活用するとともに、来訪
者への体験型交流が可能であると考え実践研究を
行った。
①　ケヤキプロジェクトの背景・経緯
　田川地区渚本郷町会のM邸には、樹齢400年～
600年の樹が20数本植えられている。M邸は、周辺
を田川や奈良井川に囲まれており、地下水位が高く、
地盤が弱い場所であり、地盤強化のため植えられた
と考えられる。さらに、井川城の支城として渚城を
建設する下準備として水をよく吸うケヤキの木が植
えられたと言われている。植えられたケヤキは大き
く成長し、落ち葉は田畑の肥料になり、枝はかまど
等の焚付として利用された。また江戸時代には、ま
ちが洪水に見舞われた時に、ケヤキが防波堤の役目
を果たしてきた。
　また、その当時は、ケヤキの周囲も、現在のよう
に宅地化されておらず、地域住民の憩いの場として
役割を果たしていた。ケヤキの木は、この地域の人々
の歴史を見守ってきたものであり、ケヤキとともに
人々の暮らしが営まれていたといえる。このケヤキ
は、人々の生活を支え続けた「地域の宝」となり得
えていた。
　しかし、宅地化が進み、新しく住民入ったことに
より、ケヤキの役割であった憩いの場が成り立たな
くなった。その結果、近年ではケヤキの落ち葉の被
害などから、近隣住民に疎まれるようになり、「ケ
ヤキを切ったほうが良い」「ケヤキは保存した方が
いい」とケヤキの伐採派と保存派に分かれ地域を分
断させるトラブルの種となっていた。
　平成26年にケヤキ所有者の方から、この問題を解
決していきたいと相談を受け、松本大学で「ケヤキ
プロジェクト」が発足した。現在は、松本大学と「緑
と景観を考える会」が連携して活動を行っている。
このケヤキプロジェクトは、ケヤキの価値を見直
し「地域の宝」にしていくことを目的にし、地域住
民とケヤキが共存できるあり方について考えること
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を目標に活動を行ってきた。そのような「地域の宝」
を活かしていく発想は、当該地域の着地型観光や教
育旅行の受け入れにも活用できるのではないかと考
え、ケヤキプロジェクトにかかわりながら観光まち
づくりとしての活かしかたを考察しようと試みた。
②　オープン・スペースとして活用した住民同士の
つながりの構築
　4月には「飯綱神社例大祭」の際に緑と景観を考え
る会と松本大学とが連携したケヤキ祭りを開催し、
ケヤキ所有者の庭を開放し、近隣住民や児童とのふ
れあいの場を設けた。このケヤキ祭りは、ケヤキ所
有者の敷地内に祀られている飯綱神社が、室町時代
の武将、小笠原一族の生活環境や水源を守る水神様
として祀ったことが始まりとされており、お社は昭
和33年に現在の場所に安置された。伏見稲荷大社・
北野天満宮の祭神を加えて縁結びの神社として神徳
に預かっている。飯綱神社の例大祭を地域に開いて
開催するとともに、それにあわせてケヤキ祭りを開
催することとした。有志でケヤキマーケットを開催
し、松本大学ではクイズ形式でケヤキについての理
解を促す企画を行った。
2）楽都わんわんパトロール
①　背景・経緯
　これまで欅の保存法・活用法を模索してきたが、
欅と何かを組み合わせたモノを生み出していきたい
と考え、ケヤキの保存から生まれた新しいネットワー
クづくりを行った。きっかけは今年度8月に開催し
た「けやきっ子ひろば」の企画のひとつである「犬と
のふれあい講座」である。この講座は、愛犬との接
し方やふれあい方等を教えてもらうという内容であっ
たが、欅と犬を組み合わせることを発案した。また、
同時期にM氏から今まで地域によくしていただい
たので地域の恩返しをしたいと相談を受けていた。
　そのため、M氏ら関係者と打ち合わせをした結果、
令和元年度9月から犬の散歩に合わせて愛犬家の方
に地域を見守っていただく「楽都わんわんパトロール」
を始めた。当初は4匹で始めたのだが、新聞記事に
取り上げられてから他地区から隊員の申請があり、
松本市全土で見守りができていければと考えている。
現在は、田川地区の他に梓川地区や第一地区など計
36名が見守り活動を続けている。（2020.3.26）
②　実践内容
　普段の愛犬とのお散歩時に、犬に黄色のバンダナ
を着けて、散歩をしていただく。この活動は地域の
見守りを軸としているため、子どもの見守りや愛犬
家としてのマナーの向上など多様なことをしている。
また飼い主自身が地区の犯罪抑止、防犯意識の向上
等に役立てている。また、飼い主の日常の中で地域
の見守り等を行うわけではないため、隊員に負担を
かけずに活動を長続きできるようにしている。
3）実践研究を踏まえた今後の展望
　今後、着地型観光の構築に向けて、人とのネット
ワークが構築され、今後欅と犬を組み合わせた観光
を考えていきたいと考える。例えば、M氏の欅の
ある場でドッグカフェや欅以外にも田川地区は渚城
跡があるため、それらを組み合わせた犬との史跡巡
りやまち歩きなども検討している。
2章　今後の活動に向けての問題意識と研究
課題
　2019年度は新しい活動を始めるとともに、今まで
取り組んできた活動を継続的に実施していた。着地
型観光を前提とした地域づくりを想定し、着地型観
光に生かせる資源の発掘等やネットワークづくりに
取り組んできた。しかしこれまでの取り組みから、
着地型観光を進めるために必要な地域づくりではな
く、むしろ地域づくりのために着地型観光をひとつ
の選択肢として役立てることが重要であり、着地型
観光ありきではないアプローチが必要と考える。し
たがって、今後は地域に深く入るようにし、地域の
現状や着地型観光の見直しをしていきたい。
　コロナの感染によって、観光のあり方が大きく変
化し、将来は不透明になった。これまで取り組んで
きた着地型観光の調査・研究もこの状況を踏まえて
大きく見直す必要がある。ただし、地域づくりを目
的とした着地型観光のあり方については、重要であ
ることは変わらないと考えられる。したがって、
2020年度はポストコロナにおける新しい観光のあり
方、着地型観光を通じた地域づくりについて検討を
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行っていきたい。
　また地域に深く入り込むことを前提にし、図5に
示した通り、けやき等の地域資源とネットワークを
活用しつつ、地域づくりに資する着地型観光の可能
性を探っていきたい。
　さらに、田川地区と第一地区を重点的に着地型観
光の要素を調査する予定である。第一地区は商業が
多い場、田川地区は住宅地が多い場であるため隣接
する地区同士でもまったくもって違うまちづくりの
手法が必要となるためである。
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来年度どうしていくか？
欅のある場でどんなことにチャレンジできるのか
発見
1.観光コンテンツとして、使えるか
2.点ではなく、面として視た時に使えるものはないか？
例：いばらん亭、落語、お城、犬など
3.人的交流として
活用法を探す
そのために、新しいこと
に挑戦してくこと
・着地型観光を行えるように
なるための時間は？
・味方になってくれそうな人
それ以外
図5　来年度の構想
